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　９月14日（日）、第32回紅葉祭を開催しました。今年も村のあちこちより131人の

お客様にきていただきました。「Happy Festival ～紅葉祭だよ全員集合～」をテー

マに、午前中、舞台発表と展示発表を行いました。午後は映画「ブタがいた教室」

を鑑賞しました。

　今年は３年生が４人ですので、生徒は一人で何役もこなすことになり、２年生も

１年生もたいへん忙しい状態でした。それでも生徒たちは「この紅葉祭の主役は、

自分たち15人だ！」という気持ちで、精一杯の発表を行いました。

　最後に、紅葉祭を開催するにあたり、協力してくださったスタッフの方々やお忙

しい中、足を運んでくださった皆様方に心より感謝申し上げます。

（川上中　今西）

【舞台発表プログラム】

弁論大会

岩城　有菜「世界への第一歩」

倉向　優宇「ぼくたちの川上村」

坂本　茅杜「インターネットを利用するために」

森口　美由「バレーボールから学んだこと」

上村　和之「本当の友達って？」

下西　　新「世界平和」

学年発表の部

１年生　福祉体験学習

２年生　職業体験について

３年生　観光客を増やそう

個人参加の部

MNY37　 　　　 歌コント

FOX HOUND　　歌

１・２年生　　　やまびこ太鼓

全校生徒　全校合唱「さかさまの空」

「友～旅立ちの時～」

【展示発表　作品紹介】

書道クラブ　書道作品

国語　　　　書写作品

技術　　　　本棚・夏休みの思い出

理科　　　　自由研究

英語　　　　Thank you,David sensei.　

　　　　　　　Welcome to KJHS, Lenny sensei.

手芸クラブ　クラフト作品

美術　　　　等身大の群像・自画像

家庭　　　　ティッシュボックスケース、フェルトボール

総合的な学習の時間（全校）　　俳句

総合的な学習の時間（１年生）　万華鏡

　９月14日（日）、第32回紅葉祭を開催しました。今年も村のあちこちより131人の

お客様にきていただきました。「Happy Festival ～紅葉祭だよ全員集合～」をテー

マに、午前中、舞台発表と展示発表を行いました。午後は映画「ブタがいた教室」

を鑑賞しました。

　今年は３年生が４人ですので、生徒は一人で何役もこなすことになり、２年生も

１年生もたいへん忙しい状態でした。それでも生徒たちは「この紅葉祭の主役は、

自分たち15人だ！」という気持ちで、精一杯の発表を行いました。

　最後に、紅葉祭を開催するにあたり、協力してくださったスタッフの方々やお忙

しい中、足を運んでくださった皆様方に心より感謝申し上げます。

（川上中　今西）

今

、

学

校

で

今

、

学

校

で
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排
水
処
理
、
倒
木
撤
去
に
よ
る
道
路
交

通
の
確
保
、
住
民
の
避
難
誘
導
を
行
い

ま
し
た
。
一
人
と
し
て
人
的
被
害
を
出

さ
ず
、
被
害
の
軽
減
に
貢
献
を
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
じ
た
ば
た
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
も
て

る
英
知
を
結
集
し
て
「
受
け
て
立
つ
」

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
５
月
９
日
に
発
表
さ
れ
た
日
本
創
成

会
議
の
人
口
減
少
予
測
が
、
大
き
な
う

ね
り
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
や
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
地
方
創
生

担
当
相
を
設
置
し
、
さ
ら
に
地
方
創
生

の
実
現
に
む
け
て
近
々
法
制
化
の
域
に

ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
問
題
は
、
過
疎
へ
き
地
の
共
通

し
た
長
年
の
悩
み
で
あ
り
ま
す
。
今
回

　
こ
の
度
、
川
上
村
消
防
団
が
平
成
26

年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
、
去
る
９
月
10
日
に
総
理
大
臣

官
邸
に
て
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
出

席
の
も
と
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
、
団
長

の
栗
山
秀
夫
氏
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
川
上
村
消
防
団
は
平
成
23
年
９
月

の
台
風
12
号
の
際
に
、
５
日
間
延
べ

２
１
９
名
が
出
動
し
ま
し
た
。
豪
雨
が

降
り
続
く
極
め
て
困
難
な
状
況
の
な

か
、
昼
夜
に
わ
た
り
、
土
の
う
積
み
や

の
発
表
が
あ
る
意
味
「
国
民
的
課
題
」

と
さ
れ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
喜
び
と
言

え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
案
」
を
作
成
し
、
人
口
減
少
対

策
や
地
方
活
性
化
策
の
基
本
理
念
を
定

め
ま
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
県
や
市

町
村
に
対
し
、
政
府
が
策
定
す
る
戦
略

を
勘
案
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

「
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
努
力
義
務

を
設
け
た
こ
と
で
す
。
言
わ
ば
「
や
る

気
の
あ
る
自
治
体
の
み
支
援
す
る
」
と

い
う
〝
異
例
の
通
達
〟
で
あ
り
、
私
の

望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
「
受
け
て
立
つ
」

覚
悟
で
す
。

川
上
村
消
防
団
が
平
成
26
年
防
災
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

「 源 流 市（げんりゅういち）」出荷者募集！
　11月29日（土）に道の駅で、「源流市」を開催します。この「源流市」は、道の駅で定期的に地元の

野菜や特産品を販売して、道の駅を活性化したいという思いから、今回モデル的に開催するものです。

市では、川上産の野菜・和歌山から海産物などを販売します。野菜の販売は、やまいき市実行委員会が

担当します。「やまいき市」の仕組みを利用して、野菜を販売してみませんか？

「やまいき市」とは…

　７月から毎週土曜日にやまいき市実行委員会が、川上産野菜の集荷販売を行っています。どなたでも

登録すれば野菜を出荷することができ、現在のところ24名の登録者がいます。登録者が包装・出荷した

野菜を実行委員会が販売し、売れ残ったものは返却するという仕組みです（毎回出荷する義務はありま

せん。手数料は売上の２割です）。

＜登録対象者＞ 

・所定の出荷場所（主に国道沿い）まで出荷／回収に来られる方 

・後述の説明会（３回のうちいずれか１回）に参加できる方

＜やまいき市 登録説明会＞

と　き：第一回 10月30日（木）10：00～11：30

第二回 10月30日（木）18：00～19：30

第三回 11月８日（土）16：00～17：30

ところ：川上村役場２階　第１会議室

内　容：やまいき市仕組みの説明、登録の受付

説明者：やまいき市実行委員会　村上・神保

【問い合わせ先】役場地域振興課　℡ ５２－０１１１
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川上ならでは！ 地域ビジネス実践塾を開催

　
参
加
者
の
な
か
で
、
全
て
の
回
を

受
講
し
た
矢
野
さ
ん
（
高
原
）
は
、

「
今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
見
直
し
や
新
た

な
販
路
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現

在
、
村
内
で
は
事
業
者
の
後
継
者
不

足
・
新
規
販
路
の
開
拓
・
村
外
へ
の
起

業
者
の
流
失
等
の
問
題
が
あ
る
な
か
、

今
回
の
参
加
者
た
ち
か
ら
は
、
村
の
資

源
を
活
か
す
ア
イ
デ
ィ
ア
や
新
し
い
事

業
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
こ
の
取
り
組
み
は
課
題
解

決
に
向
け
た
最
初
の
一
歩
で
あ
り
、
今

後
も
村
内
の
事
業
者
の
方
た
ち
と
村
が

一
緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
地
域
事
業

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～川上の資源を活用し、儲けよう！～

　
こ
の
事
業
は
村
内
商
工
業
者
（
林
業
関
係
者
を
含
む
）
が
共

に
学
び
、
共
に
競
い
、
地
域
内
外
を
問
わ
ず
学
び
や
人
脈
を
構

築
し
、
健
全
な
経
営
、
持
続
可
能
な
経
営
を
学
ぶ
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
15
日
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
塾
（
全
５
回
）

が
、
９
月
12
日
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
講
師
に
、
㈱
古
川
ち

い
き
の
総
合
研
究
所 

代
表
取
締
役
古
川
大
輔
氏
を
招
き
、
各
回

５
０
０
円
の
受
講
料
で
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
的
な
事
か
ら
、
事

業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
必
要
な
発
信
力
・
交
渉
力
・
経
営
力
等
の

実
践
的
な
事
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
礎
講
座
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
・
商
売
を
行
っ
て

い
く
う
え
で
持
つ
べ
き
３
つ
の
理
念
・
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
作
り
方
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
経
営
に
必

要
な
要
素
と
し
て
「
考
え
方
・
情
熱
・
能
力
」
が
あ
げ
ら
れ
、

「
時
代
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
か
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
情
熱

（
好
き
・
憤
り
）
を
持
っ
て
い
る
か
・
商
品
力
を
磨
き
、
営
業
力

を
高
め
る
た
め
に
、
毎
日
同
じ
こ
と
（
基
礎
練
習
）
を
繰
り
返

し
行
っ
て
い
る
か
」
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
実
践
講
座
で
は
、
「
せ
っ
か
く
良
い
商
品
が
あ
る
の
に
、

お
客
さ
ん
に
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ソ

コ
ン
で
実
際
に
参
加
者
が
チ
ラ

シ
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
商

品
の
魅
力
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
費

用
対
効
果
・
目
の
引
く
デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
参
加
者
は
悩
み
な
が

ら
も
、
個
性
豊
か
な
チ
ラ
シ
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

９／12（金）８／30（土） ８／６（水） ７／24（木）７／15（火）

最終まとめ 現地視察 実践講座 ワークショップ 基礎講座

ビ ジ ネ ス の

キーワード復

習と参加者に

よる事業ＰＲ

＆アドバイス

京都府唯一の

村南山城村の

取り組みを見

てみよう！

チラシの書き

方とパソコン

講習

ビジネスを生

み出すワーク

ショップ講座

地域ビジネス

におけるマー

ケティング講

座

川上ならでは！川上ならでは！川上ならでは！ 地域ビジネス実践塾を開催地域ビジネス実践塾を開催地域ビジネス実践塾を開催川上ならでは！ 地域ビジネス実践塾を開催
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

「
村
づ
く
り
塾
生
と
し
て

　
　
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！
」

　
今
年
は
村
づ
く
り
塾
の
一
員
と
し

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
村
外
か
ら
人
が
来
た
際

に
重
宝
す
る
の
で
す
が
、
自
分
の
友
人

に
渡
す
に
は
少
し
固
い
印
象
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
た
ち
の
手
で
、

手
作
り
感
の
あ
る
親
し
み
や
す
い
も
の

を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
第
１
弾
と
し
て
、
９
月
上
旬
に
開
催

さ
れ
た
源
流
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
、
村

内
５
か
所
の
滝
を
紹
介
す
る
『
滝
マ
ッ

プ
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
作
っ
て
み
る
と
、
制
作
に
は

多
く
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
見
る
人
に
役
立
つ
内

容
に
す
る
に
は
、
大
勢
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
第
２
弾
は
急
が
ず
、
納

得
い
く
も
の
を
作
ろ
う
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
塾
生
以
外
の
方
と
も
、
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
楽
し
く
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
そ
の
一
歩
と
し
て
、
『
明
神
の
滝
ハ

イ
キ
ン
グ
』
を
計
画
し
ま
し
た
。
初
秋

の
滝
へ
の
道
を
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご

参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

（
村
山
　
祐
理
）

「完成した滝マップ」
小川こころ先生（匠の聚）による
イラストです。優しく温かみのあ
る雰囲気に仕上がっています。

●明神の滝ハイキング●
とき：10月22日（水）10：00～15：00
集合：川上村役場前　参加費：無料
問い合わせ先：役場水源地の村づくり課

℡ ５２－０１１１

　
わ
た
し
は
、
東
京
都
足
立
区
の
出
身

で
、
16
年
前
に
大
淀
町
で
住
み
は
じ
め

ま
し
た
。

　
11
年
前
に
商
工
会
で
採
用
と
な
り
、

縁
あ
っ
て
今
年
の
６
月
か
ら
川
上
村
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
に
勤
務
し
て
か
ら
は
、
驚
き

と
感
動
の
連
続
で
す
。

　
初
め
て
見
る
人
ば
か
り
で
、
発
音
が

違
う
た
め
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
が
あ

り
、
ま
る
で
外
国
人
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
事
業
所
の
場
所
も
わ
か

ら
ず
、
購
入
し
て
も
ら
っ
た
ゼ
ン
リ
ン

の
住
宅
地
図
を
常
に
持
ち
歩
き
事
業
所

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
３
ヵ
月
経
過
し
大
体
の
地
区
は
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
っ
た
こ

と
の
な
い
事
業
所
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
早
く
慣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
、
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
川
上
村
史
を

読
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
大
多
数
の
人
が
柏
木
か
ら

大
峰
山
に
登
り
、
宿
泊
施
設
も
多
く

あ
っ
た
こ
と
、
高
原
に
大
峰
山
か
ら
流

れ
て
く
る
水
は
一
緒
の
た
め
「
ご
ろ
ご

ろ
水
」
に
匹
敵
す
る
名
水
を
扱
う
事
業

所
が
あ
る
こ
と
、
高
原
か
ら
大
峰
山
を

越
え
て
天
川
ま
で
行
け
る
こ
と
な
ど
な

ど
で
す
。

　
覚
え
た
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
認
し

よ
う
と
思
い
、
村
内
の
滝
に
気
軽
に
息

子
と
出
か
け
ま
し
た
が
、
道
の
り
が
険

し
す
ぎ
て
「
も
う
行
か
な
い
」
と
泣
か

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
同
僚

が
、
事
業
所
の
方
々
と
下
の
名
前
で
呼

び
合
い
、
下
の
名
前
が
同
じ
方
の
話
で

も
誰
か
わ
か
り
、
話
が
通
じ
て
い
る
の

で
す
。

　
そ
の
横
で
話
を
聞
き
な
が
ら
、
会
員

名
簿
を
見
て
「
こ
の
人
の
話
題
か
」
と

事
業
所
を
確
認
し
、
「
村
民
は
皆
知
り

合
い
か
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
感
動
し
た
こ
と
で
す
が
、
「
迫
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
で
勤
務
す
る
方
々

が
、「
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
？
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
る
こ
と
、
丹
生
川
上
神
社

の
な
お
ら
い
に
参
加
し
た
と
き
、
年
長

の
方
々
が
、
興
味
を
持
っ
て
わ
た
し
の

事
を
聞
い
て
き
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
あ
り
、
村

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
の
つ
な
が
り

も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　
先
日
の
「
か
み
せ
祭
」
は
、
わ
た
し

に
と
っ
て
初
め
て
の
事
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
準
備
や
片
付
け
の
時
の
青
年
部

や
若
い
方
の
力
を
感
じ
て
「
す
ご
い

な
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
花
火
を
見
て
い
る
方
か
ら
、
「
川
上

村
も
や
る
な
！
」
と
言
う
声
も
聴
く
事

も
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
「
川
上
村
」
で
勤
務

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
、
驚
き
と
感
動

を
忘
れ
ず
日
々
の
業
務
に
携
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
（
金
井
　
哲
也
）

14
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検
診
結
果
報
告
会
の
ご
案
内

　
検
診
結
果
報
告
会
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
検
診
結
果
の
見
方
や
、
医
師
・
専
門
職
員
に
よ
る
健
康
に
つ
い

て
の
お
話
、
相
談
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
検
診
の
結
果
は
自
分
自
身
の
健
康

上
の
問
題
点
を
教
え
て
く
れ
る
大
切
な
情
報
源
で
す
。
普
段
の
生
活
に
役
立
て

て
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
任
意
接
種
で
し
た
が
、
10
月
1
日
よ
り
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者
（
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

１
．
65
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
～
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

２
．
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
も
し
く
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
1
級
に
相
当
）

３
．
平
成
26
年
度
は
左
記
の
方
も
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で
き
ま
す
。

総
合
検
診
の
結
果
は
、結
果
報
告
会
で
お
渡
し
し
ま
す
。
当
日
は
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

★
結
果
報
告
会
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
検
診
結
果
報
告
会
以
降
に
検
診

結
果
票
を
郵
送
し
ま
す
。

★
ご
不
明
な
点
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

※
右
記
を
除
く
66
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
、
順
次
ご
案
内
し
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

　
詳
し
く
は
広
報
９
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

１
．
日
　
程
（
ご
都
合
の
よ
い
会
場
で
受
け
て
下
さ
い
）

２
．
内
　
容

月
　

日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
所

10
月
30
日（
木
）

午
前
９
時
00
分
～
10
時
00
分

高
原
多
目
的
集
会
所

午
前
11
時
00
分
～
12
時
00
分

川
上
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
研
修
室

午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分

東
川
公
民
館

午
後
３
時
00
分
～
４
時
30
分

西
河
公
民
館

10
月
31
日（
金
）

午
前
９
時
00
分
～
10
時
00
分

井
光
公
民
館

午
前
11
時
00
分
～
12
時
00
分

北
和
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分

枌
尾
公
民
館

午
後
３
時
00
分
～
４
時
30
分

上
多
古
多
目
的
集
会
所

11
月
４
日（
火
）

個
別
相
談
会

（
10
月
30
日
・
31
日
に
参
加

で
き
な
い
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。）

＊
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

川
上
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
研
修
室

内
　
　
　
容

担
　
　
　
当

受
付
・
検
診
結
果
の
見
方
、
全
体
結
果
集
計

保
健
師

食
生
活
に
関
す
る
話
な
ど

管
理
栄
養
士

個
別
健
康
相
談
・
特
定
保
健
指
導

保
健
師
・
管
理
栄
養
士

対
象
年
齢

生
　
年
　
月
　
日
　

70
　
歳

昭
和
19
年
４
月
２
日
～
昭
和
20
年
４
月
１
日

75
　
歳

昭
和
14
年
４
月
２
日
～
昭
和
15
年
４
月
１
日

80
　
歳

昭
和
９
年
４
月
２
日
～
昭
和
10
年
４
月
１
日

85
　
歳
　

昭
和
４
年
４
月
２
日
～
昭
和
５
年
４
月
１
日

90
　
歳

大
正
13
年
４
月
２
日
～
大
正
14
年
４
月
１
日

95
　
歳

大
正
８
年
４
月
２
日
～
大
正
９
年
４
月
１
日

100
　
歳

大
正
３
年
４
月
２
日
～
大
正
４
年
４
月
１
日

101
歳
以
上

大
正
３
年
４
月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
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川 上 診 療 所 で 村外医療機関で
予防接種を
受ける場所

◎
接
種
日
に
診
療
所
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

《
接
種
料
金
》

　
１
，
５
０
０
円

※
償
還
払
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
接
種
費
用
全
額
を
医

療
機
関
の
窓
口
で
お

支
払
く
だ
さ
い
。

接
種
後
、
「
補
助

金
１
、
５
０
０
円
」

を
償
還
払
い
し
ま
す
。

※
接
種
費
用
は
医
療
機

関
で
異
な
り
ま
す
。

接
　
種
　
費
　
用

◎
申
込
期
間
　
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
広
報
折
込
み
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
診
療

所
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
郵
送
申
込
は
可
能
。

◎
実
施
時
期
　
10
月
15
日
（
水
）
～
12
月
31
日
（
水
）

《
手
続
き
の
流
れ
》

①
住
民
福
祉
課
窓
口
で
申
請
書
類
を
受
け
取
る
。

②
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
各
自
で
予
約
す
る
。

③
申
請
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
る
。

④
住
民
福
祉
課
へ
下
記
の
必
要
書
類
を
提
出
・
申
請
す
る
。

⑤
「
補
助
金
１
、
５
０
０
円
」
を
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
※
申
請
手
続
き
は 

、
平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
注
　
意
》

◆
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
料
金
は
異
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
川
上
診
療
所
を
除
く
県
内
の
医
療
機
関
の
み
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申

込

期

間

及

び

実

施

時

期

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
住
民
福
祉
課

℡

５
２
・
０
１
１
１

川
上
診
療
所　
　

℡

５
２
・
０
３
４
４

インフルエンザ予防接種について

～診療所と村外医療機関での対応～

高
齢
者
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

　また、接種当日、川上村に住民登録がある満60歳以上65歳未満の方で次のいずれ

かに該当する人も対象となります。

◆一定の心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能に障害がある人

◆ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害がある人（身体障害１級に相当）

申
請
の
際
に
持
参
し
て
も
ら
う
物

・
申
請
書
兼
請
求
書
（
捺
印
が
必
要
で
す
）

・
領
収
書

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
の
コ
ピ
ー
）

・
予
診
票
（
市
町
村
控
え
）

《
接
種
実
施
日
》

11
月
11
日（
火
）、
19
日（
水
）、
26
日（
水
）、
27
日（
木
）

の
13
時
30
分
か
ら
と
15
時
の
２
回
実
施
。

※
19
日（
水
）は
小
・
中
学
生
の
接
種
を
優
先
し
ま
す
。

※
１
日
あ
た
り
約
１
５
０
名
の
接
種
を
予
定
。
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☆
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

・
適
度
な
休
憩

　
１
時
間
ご
と
に
10
～
15
分
は
休
憩
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

　
休
み
が
取
れ
そ
う
に
な
い
と
き
は
、

他
の
仕
事
を
は
さ
む
、
時
々
窓
の
外
を

ぼ
ん
や
り
見
る
な
ど
、
目
を
休
め
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
体
操

　
首
ま
わ
し
・
背
伸
び
・
肩
回
し
な
ど

適
度
に
体
を
動
か
し
て
緊
張
を
ほ
ぐ
し

ま
し
ょ
う
。

・
ド
ラ
イ
ア
イ
、
緑
内
障
の
人

　
過
度
な
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
で
病
気
が
悪
化

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
事

　
食
事
も
目
の
健
康
に
と
っ
て
大
切
で

す
。
色
々
な
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　
目
の
疲
れ
、
痛
み
、
目
の
乾
き
、
見

に
く
さ
な
ど
、
目
に
違
和
感
が
あ
る
よ

う
な
ら
、
放
っ
て
お
か
な
い
で
、
す
ぐ

に
眼
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
ラ

ブ
ル
は
軽
い
う
ち
に
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

※
Ｖ
Ｄ
Ｔ
…
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
の
こ
と

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
10
月
10
日
は
「
目
の
愛
護

デ
ー
」
で
す
。
疲
れ
目
を
防
ぎ
、
目
の

健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
は
外
か
ら
の
情
報
を
得
る
た
め
の

大
切
な
器
官
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
周
り
に
は
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
な
ど

目
を
使
う
機
器
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
画
面
を
集
中
し
て
長
時
間

見
続
け
る
こ
と
で
疲
れ
目
や
体
の
不
調

を
感
じ
る
「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
（
※
）
症
候
群
」

が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
肩
が
こ
る
・
首
か
ら
肩
・
腕
が
痛

む
・
だ
る
い
」
な
ど
の
症
状
が
起
こ

り
、
慢
性
的
に
な
る
と
「
背
中
の
痛

み
・
手
足
の
し
び
れ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
、
不
安
感
を
ま
ね
い
た

り
、
抑
う
つ
状
態
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ひ
ど
く
な
る
と
、
近
視
、
角
・
結
膜

炎
、
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
の
目
の
異
常
と

と
も
に
、
額
の
圧
迫
感
や
め
ま
い
、
吐

き
気
ま
で
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

接
種
費
用

　
小
学
生
～
中
学
生
　
１
、
５
０
０
円

　
　
（
小
学
生
は
原
則
２
回
接
種
）

　
高
校
生
～
64
歳
　
　
３
、
０
０
０
円

※
乳
幼
児
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
で
接
種
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
広
報
折
込
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
診
療
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
申
込
は
可
能
。

※
償
還
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

川
上
診
療
所

　

℡

５
２
・
０
３
４
４

　
生
後
６
ヶ
月
～
就
学
前
の
乳
幼
児
の

接
種
の
場
合
は
、
補
助
金
と
し
て
接
種

費
用
の
全
額
を
年
度
２
回
ま
で
償
還
払

い
し
ま
す
。
各
自
で
県
内
医
療
機
関
に

予
約
し
て
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
接
種
料
金
は
各
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に
持
参
し
て
も
ら
う
物

◆
印
鑑
（
認
印
で
結
構
で
す
）

◆
領
収
書
（
予
防
接
種
）

◆
振
込
先
口
座
（
通
帳
コ
ピ
ー
な
ど
）

◆
乳
幼
児
は
母
子
手
帳
（
た
だ

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
予
防
接
種
済
証
ま
た
は
予
診

票
の
控
え
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

川
上
診
療
所
で

　
　
接
種
す
る
場
合

 
 

高
齢
者
以
外
の
方
の

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

村
外
医
療
機
関
で

　
　
　
接
種
す
る
場
合
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館
◆村制施行125周年地域振興券が使えます！◆

■水源地の森ツアー

　和歌山市で海へとつながる全長136㎞の吉野川

紀の川。川上村に連なる山々がその源です。

　今、この瞬間も私たちにかけがえのない水を届

けてくれる源流の森はどんなところでしょうか？

　森の入口にそっとおじゃまし、その魅力にふれ

るガイドツアーの第３弾!!

と　き　平成26年11月30日（日）９：30～16：30

定　員　20名　小学生～

参加費　大人4,000円（3,200円）／

　　　　　　　　小中高生2,600円（1,900円）

場　所　吉野川源流　～水源地の森～

（　）内は源流人会会員割引価格になります。

■企画展「冬虫夏草のアート展」 

と　　き　平成26年11月１日（土）～

　　　　　　　　　平成27年１月11日（日） 

場　　所　森と水の源流館 

要入館料　一般400円／小中学生200円 

　冬虫夏草とは、虫に生えるキノコの一群を指します。 

　冬虫夏草やキノコ、野草の押し葉などをつかっ

た中谷佳詩子さんのアート作品の展示。 

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ
★明神の滝ハイキング
　紅葉も終わりに近づき、山々も冬支度をし始め

るこの季節。フカフカの落ち葉の上を歩いて明神

の滝までハイキング。ハイキングの後には、あっ

たか～い焼き芋が待ってます。

と　き　平成26年12月６日（土）

定　員　30名　小学４年以上

参加費　大人 1,500円　小人 500円

コース　片道40分程のコースです

締　切　開催日の１ヶ月前まで（応募者多数の場

合は抽選制）

《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

ふるさと市開催日
【10月】11・12・13・18・19・25・26日

【11月】１・２・３・８・９・22・23・24・29・30日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

匠　　の　　聚
◆村制施行125周年地域振興券が使えます！◆

●［山のふゑすた］～山暮らしの冬仕度～

　ここの暮らしの中にある作り手たちが生み出す

ものづくりを体験したり、地元食材にこだわった

薪窯ピザや山野菜のスープが味わえる「食」、緑

に囲まれ青空の下で本が読める野外図書室、野外

音楽ライブなど、川上村らしさを表現した楽しい

イベントです。

と　き／平成26年11月１日［土］～３日［月・祝］

じかん／各日午前10時～午後５時

ところ／匠の聚

※詳細は専用のチラシをご覧ください。ご希望の方

は匠の聚までご連絡ください。

●匠と創る！文化講座［手織りの愉しみ］

　受講生募集！　講師／栗生直子

　足踏み本格織り機を使って、ストールやテーブ

ルセンター、マフラーなどをつくります。

　これからの寒い季節に向けて、手織りの作品を

作ってみませんか？

と　き／平成26年10月11日（土）・12日（日）・

13日（月・祝）

11月６日（木）・８日（土）・９日（日）・

13日（木）

●各日匠の聚アトリエで開催！

【半日コース】①10：00～12：00 ②13：00～15：00

受講料3,000円（税込）＋材料費

【１日コース】10：00～15：00　

　　　受講料6,000円（税込）＋材料費

※お申し込みはご希望のコースを２日前までに匠

の聚までご連絡ください。目安として、半日で

テーブルセンターや小さなタペストリー、１日

でストールやマフラーなどが織れます。

●フォトコンテスト入賞作品を展示します。

　川上村の自然風景や人々の暮らしをテーマにし

たフォトコンテストで、入賞された力作を匠の聚

に展示いたします。いろいろな角度から切り取っ

た村の魅力をぜひご覧いただきたいと思います。

と　き／平成26年10月25日［土］～11月11日［火］ 

　　　　※展示期間中の水曜日は休館です。

じかん／各日午前10時～午後５時

ところ／匠の聚ギャラリー（無料）

【お申込み・お問合せ】

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》
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◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

　10月27日～11月９日（文化の日を中心にした２週間）は秋の

読書週間です。

　今年の標語は「めくる めぐる 本の世界」。読みごたえのあ

る長編も良いですが、一冊の中で様々な世界をめぐることので

きる短編小説もまた良いものです。

ゆるかる読書会

大人対象の読書会です。毎回テーマに

そってなごやかに話をしています。

お気軽にご参加ください。

10月のテーマは「長い」です。

10月23日（木）　場所：図書館　時間：19時～

【お問い合わせ】

川上村立図書館　℡ ５２－０１４４

図書館は、どなたでも無料でご利用いた

だけます。

川上村内にお住まいの方、在勤・在学の

方、または、吉野郡内にお住まいの方

は、本を借りることができます。１人５

冊、２週間まで借りていただけます。

本を借りるためには、「図書館利用カー

ド」が必要です。

住所、氏名の確認できるもの（運転免許

証、住民票の写し、健康保険証、学生証

など）を持って、図書館カウンターまで

おこしください。

≪おしらせ≫

≪図書館サービスについて≫

テーマ「短編小説をめぐる」

「ＺＯＯ」
　毎日届く恋人の腐乱死体の写真。彼女を殺し

たのは誰か？ 「犯人探し」に奔走する男を描

く表題作など、全10作品の短編集。全体に漂う

薄暗さやグロテスクさ、短編でありながら物語

に引き込まれるインパクトは凄いの一言。

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

11

月

10

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

【一般書】

「荊棘（いばら）の実－白蓮自叙伝－」

　　　　柳原白蓮　著／河出書房新社

「荒神」

　　　宮部みゆき　著／朝日新聞出版

「猟師になりたい！」

　　　　北尾トロ　著／信濃毎日新聞社

「ねじまき片想い

　－おもちゃプランナー・宝子の冒険－」

　　　　柚木麻子　著／東京創元社

【児童書】

「思い出のマーニー」

　ジョーン・Ｇ．ロビンソン　原作

　　米林宏昌　監督／徳間書店

「トラさん、あばれる」

　　ピーター・ブラウン作

　　　青山　南　訳／光村教育図書

「いつもこういうときどうするんだっけ」

　辰巳　渚　著／朝倉世界一まんが／毎日新聞社

乙　　一　著　　集英社

　ＳＦを中心に、生涯にわたり1001編もの作品

を発表し、「ショートショート（掌編小説）の

神様」とも呼ばれる星新一氏。数ページで読め

てあっと驚く作品がたくさん。

　読書を始めてみようかな、という方にもオス

スメです。

「きまぐれロボット」
星　新一　作　　和田　誠　絵　　理論社

　１から５まで、「青い

ミステリー」「黄色い悲

喜劇」など、各巻のテー

マにそった短い話のアン

ソロジー。心がじんわり

する話から、ぞくっとく

る話まで彩りも様々で

す。

「５分後に意外な結末」①～⑤
学研教育出版

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
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森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

October, 2014　vol.142

と
い
う
声
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
上

下
流
が
お
互
い
を
思
っ
て
何
か
が
で
き

る
場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
秋
の
遠
足
で
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
が
水
の
学
習
に
来
て
く
れ
ま
す
。

来
館
校
の
予
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
大
和
平
野
土
地
改
良
区
さ
ん
の
呼
び

か
け
で
行
わ
れ
た
源
流
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
９
／
14
）
で
は
、
こ
の
源
流
の
水
が

田
ん
ぼ
の
水
を
潤
す
大
和
平
野
か
ら
参

加
者
が
集
ま
り
、
水
源
地
の
森
で
推
進

し
て
い
る
当
館
の
環
境
学
習
を
体
験
し

ま
し
た
。
川
上
村
の
水
源
地
の
森
で
の

取
り
組
み
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
パ
ル

プ
材
開
発
で
荒
廃
し
た
源
流
部
の
二
次

林
再
生
事
業
（
源
流
学
の
森
づ
く
り
）

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
第
５
回
源
流
サ
ミ
ッ
ト
や
大
和
平
野
土
地
改
良
区
さ
ん
と
の
水
の
つ

な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
源
流
親
子
体
験
、
吉
野
川
分
水
源
流
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
紀
の
川
源
流
と
し
て
の
川
上
村
の
役
割

を
、
広
く
発
信
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
月
に
な
り
ま
し
た
。

９月の水源地の森。一気に冷え込んで、
葉っぱが少し色づいてきました。

９
月
の
水
源
地
の
森

　
「
こ
の
（
き
れ
い
な
）
お
水
が
、
奈

良
の
お
米
に
な
っ
て
い
る
か
ら
お
い
し

い
ん
だ
ね
。
」
と
い
う
参
加
者
の
言
葉

が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
普
段
、

お
米
を
食
べ
て
い
る
と
き
に
ま
で
、
田

ん
ぼ
の
お
水
の
そ
の
源
流
（
の
森
）
の

こ
と
ま
で
思
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
源
流
部
に
住

ん
で
い
て
も
、
こ
の
水
が
形
を
変
え

て
、
大
和
平
野
で
お
米
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
想
像
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で

す
。
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
う
い

う
意
味
で
、
今
回
の
よ
う
な
交
流
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
の
意
義
が
あ
る
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら

は
「
源
流
部
で
何
か
力
に
な
れ
れ
ば
」

平
成
26
年
秋
来
館
予
定

※
11
月
14
・
15
・
16
日
は
休
館
し
ま
す

月

日

午
前

午
後

10

３

金

や
ま
ぞ
え
小

学
校
４
年
生

今
井
小
学
校

４
年
生

７

火

白
橿
北
小
学

校
４
年
生

９

木

御
所
小
学
校

４
年
生

17

金

桜
井
南
小
学
校

３
・
４
年
生

掖
上
小
学
校

３
・
４
年
生

23

木

野
原
小
学
校

３
・
４
年
生

24

金

明
日
香
小
学
校

３
・
４
年
生

トチの実が落ちる季節と
なりました（９／16 初認）。

カモシカにも
出会いました。

残しておきたい川上村の山言葉　其の五十八

「とび」竹や木の長い柄の先にトビの嘴のような形の先をつけた道具。鳶口。 

先を木材に打ち込んで引っ張って移動させたり、積み上げたりすると

きに使う。

※川上村の方言の意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。
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活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。

　先月号では、川上村の家庭ごみの排出量、再資源化（リサイクル等）量の推移と、各ご家庭

でのごみの減量化についてご紹介しました。

　今月号では、具体的にどうすれば減量化につながるのか？それぞれが今すぐ取り組むことが

できる、簡単な方法をご紹介します。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

みんなで考えよう！川上村の環境
その52　＜ごみの処理～ごみの減量化について②～＞

　県土の保全を目的に、県民ひとりひとりが自らの環境を自ら守る「県民総監視」による不法投棄ゼロ

を目指し、関係機関が協力してキャンペーンを実施します。

◆「不法投棄ゼロ作戦」推進大会　　◆街頭啓発キャンペーン　　◆特別パトロール　など

【問い合わせ先】

奈良県不法投棄ゼロ作戦推進キャンペーン実行委員会　℡ ０７４２－２７－８７４６

『不法投棄ゼロ作戦』強化週間
11月17日～23日
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村
営
住
宅
（
東
川
高
佐
１
戸
・
宮
の

平
２
戸
・
北
和
田
１
戸
）
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
物
件
も
構
造
は
異
な
り
ま

す
が
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
広
く
て
き
れ
い
な

物
件
で
す
。

　
家
賃
は
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
９
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

林
業
建
設
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

（写真）
右上　 宮の平
上　　 東川高佐
右　　 北和田

時間額 724円

改定　奈良県最低賃金

（平成26年10月３日発効）

 

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か
つ
合

理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た

め
、
土
地
取
引
の
届
出
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
土
地
取
引
に
か
か
る
契
約

（
予
約
を
含
む
）
を
し
た
と
き
は
、
権

利
取
得
者
（
例
え
ば
、
買
主
）
は
、
2

週
間
以
内
に
土
地
売
買
な
ど
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積
　

　
市
街
化
区
域	

　

　
　
　
　
　
２
，
０
０
０
㎡
以
上

　
市
街
化
調
整
区
域	

　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
㎡
以
上

　
都
市
計
画
区
域
外

　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

◎
審
査
内
容

　
土
地
の
利
用
目
的
が
、
土
地
利
用  

の
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
利

用
目
的
の
変
更
を
勧
告
し
、
是
正
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

奈
良
県
地
域
振
興
部
資
源
調
整
課

℡

０
７
４
２
・
２
７
・
８
４
８
７

と　き　11月１日（土） 13：00～15：00

　　　　※参加費無料

ところ　下市観光文化センター大ホール

　　　　先着400名

演　題　「受け継ぐ流れ　次世代へつなぐ

　　　　　～美しき水と自然を守るために～」

講　師　ジェフ・バーグランド

主　催　吉野川・紀の川流域協議会 

【問い合わせ・申し込み先】

　水源地の村づくり課　　℡５２－０１１１	

最低賃金は、すべての労働者に適用されます。

【問い合わせ先】

奈良労働局賃金室　　℡ ０７４２－３２－０２０６

大淀労働基準監督署　℡ ０７４７－５２－０２６１

吉野川・紀の川流域協議会
「水環境に関する講演会」の開催について

10月22日（水）講師　羽山先生

11月５日（水）ニコニコマザールーム

時　間　午前10時00分～11時30分

持ち物　お茶・タオルなど

【問い合わせ先】

やまぶき保育園　℡ ５２－００１９

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

の び っ 子 広 場

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

提
出
期
限
は
契
約
締
結
日
か
ら

　
　
　
　
　
２
週
間
以
内
で
す
。

　川上村役場前の公共エリアの整備に伴い、役場

で保管していた道路元標を国道からの進入口に移

設しました。

【問い合わせ先】総務税務課　℡５２－０１１１

川上村道路元標を設置
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吉

沢

紀

子

選

特
　
選
　
一
花
咲
く
白
蓮
を
雨
散
ら
し
け
り
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
蓮
は
一
茎
に
一
花
咲
く
大
き
な
花
で
す
か
ら
、
数
詩
は
「
一
つ
」

　
　
　
よ
り
「
一
花
」
の
方
が
気
品
が
出
ま
す
。
今
年
は
局
地
的
な
大
雨

　
　
　
や
、
短
時
間
の
強
い
降
雨
を
体
験
し
た
年
で
し
た
。

特
　
選
　
大
正
の
書
付
の
桶
盆
用
意
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
大
正
時
代
の
書
付
と
あ
る
か
ら
百
年
も
使
っ
て
き
た
桶
で
あ
る
。

　
　
　
桶
や
細
々
し
た
仏
具
に
も
戦
災
、
台
風
、
地
滑
り
等
の
災
害
に
あ

　
　
　
い
、
乗
り
越
え
て
き
た
祈
り
の
記
録
が
重
な
っ
て
い
る
。

特
　
選
　
大
根
種
指
先
で
も
み
蒔
き
に
け
り
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

［
評
］
小
さ
な
小
さ
な
大
根
の
種
蒔
き
、
指
先
で
つ
ま
み
ほ
ぐ
す
仕
草
を

　
　
　
素
直
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
よ
い
。
仁
徳
天
皇
陵
か
ら
種
が
発
見
さ

　
　
　
れ
た
大
根
、
そ
の
土
地
土
地
に
適
し
た
大
根
の
味
が
懐
か
し
い
。

佳
作
　
涼
し
さ
や
小
溝
に
架
か
る
石
の
橋
　
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大
　
滝
）

新
涼
や
朝
の
水
や
り
影
伸
び
て
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

じ
じ
ば
ば
と
孫
の
笑
顔
の
地
蔵
盆
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

二
百
十
日
生
れ
よ
御み

世よ

を
二ふ

た

代よ

経
て
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

朝
霧
に
村
の
半
分
霧
籠
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

膨
ら
み
て
膨
ら
み
落
つ
る
芋
の
露
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

入
選
　
は
し
ゃ
ぐ
子
ら
手
花
火
競
ふ
真
顔
か
な
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

金
色
に
白
雲
染
ま
る
今
朝
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

末
成
り
の
ト
マ
ト
な
れ
ど
も
色
付
け
り
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

立
秋
や
朝
夕
蒸
し
て
草
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
明
子
（
北
塩
谷
）

10
月
20
日
～
26
日
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政
相
談
委
員
が
、
国
や
役

所
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

川

上

村

行

政

相

談

会

と
　
き

平
成
26
年
10
月
20
日
（
月
）
10

：

00
～
12

：

00

と
こ
ろ　

役
場
会
議
室

相
談
員　

行
政
相
談
員　

小
西　

都

氏

秋
の
行
政
相
談
週
間
10
月
20
日
～
26
日

　
　
〜
行
政
に
対
す
る
あ
な
た
の
苦
情
を
解
決
す
る
手
助
け
を
い
た
し
ま
す
〜
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９月30日現在

人口総数 1,602　人 （－３　人 ）

　 男　 　 765　人 （－２　人 ）

　 女　 　 837　人 （－１　人 ）

世 帯 数　 861世帯（±０世帯）

９月中の異動

転　入 ２人　　　転　出 ４人

出　生 ０人　　　死　亡 １人

24

かわかみ

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

    中
西
　
　
恒
　
（
西
　
河
）

９
月
21
日
　
84
歳

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
「
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
ま
た
は
「
ふ
る
さ
と

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
応
援
し

た
い
と
思
う
地
方
公
共
団
体
へ
寄
附
を

す
る
こ
と
で
す
。

　
川
上
村
で
は
「
川
上
村
応
援
寄
附
」

と
称
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
（
９
月
末
現
在
）
は
次
の

方
々
よ
り
寄
附
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

500
万
円
　
㈱
櫻
井

会
長

桜
井
昭
三
様

吉
野
材
振
興
の
た
め

20
万
円
　
川
久
山

川
崎
　
治
様

10
万
円
　
　
　
　

下
辻
眞
人
様

１
万
円
　
　
　
　

奥
田
祐
三
様

川
上
村
応
援
寄
附
金

村
制
施
行
１
２
５
周
年

地
域
振
興
券
取
扱
事
業
者
追
加
店

紺
ち
ゃ
ん
民
宿
（
西
河
）


